
長野市民病院外来診療担当日一覧

村田　　浩
齋木　　實

（第１・３週）　  　

村田　　浩

佐野　透美 新川　一樹 一本木邦治

藤澤多佳子

新川　一樹 佐野　透美

－ 

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○髙田　　学
○林原　香織

○岡田　正夫
○関　仁誌／宗像　康博

○髙橋　祐輔

○佐近　雅宏
○下平　悠介

○小林　　聡 ○志村　昌俊
○関　　仁誌

○吉池　文明
◇■平井　一也
◇□上原　尚也

柳沢　克也
○上原　尚也

○滝澤　秀典 ○平井　一也
□吉池　文明
■上原　尚也

○柳沢　克也
滝澤　秀典

○笠井　俊夫
○☆春原　大輔

☆北原順一郎
○越　　智通

越　　智通○岡田　玄児 岡田　玄児
○北原順一郎

☆西井　　裕

○持留　智昭

○掛川　哲司
☆西川原万友果

○山﨑　大樹 ○山﨑　大樹 ○◇西川原万友果

○池田　宇一
☆小松　稔典

笠井　俊夫

板垣　　惟
○小松　稔典
☆春原　大輔

○☆板垣　　惟
○☆野本　史佳

○原　　悦雄
◇越知　泰英
☆関　亜矢子
○北畠　央之

◇清水　祐樹
○◇木村　俊大
○◇永田　祐介

○越知　泰英
○鈴木　　宏
◇平林　正裕
☆岩垂　隆諒

○平林　正裕
◇北畠　央之

木村　俊大
☆永田　祐介

原　　悦雄
○清水　祐樹
◇鈴木　　宏
○岩垂　隆諒

○砥石　政幸 ○中村　大輔 ○中村　大輔

☆五味渕俊仁

－ 

－ 西村　秀紀 ○西村　秀紀
○五味渕俊仁

◇西村秀紀／○◇小野真由○小野　真由

○砥石　政幸

藤澤多佳子
中村　　功
松田　　智

☆橋本　　瞬
山口　浩平

加藤　晴朗
山本　哲平

加藤　晴朗
飯島　和芳
尾沼　　弘

飯島　和芳
山本　哲平
松髙　　淳

松髙　　淳
羽場　知己

□羽場　知己
符　　毅欣

◆加藤　晴朗

○星野　夕紀
滝　　建志

○風間　　淳

大塚　明弘
横溝　道範

○鎌田　孝広
○稲吉　克仁

山本　寛二
○近藤　恭史

◇佐近　普子
☆浅井　隆之

○◇佐野めぐみ

◇村元　　勤
◇○森　　　篤

◇佐近　普子
○西澤千津恵

○◇村元　　勤
◇佐野めぐみ

○☆井吹　ゆき

小林　優也
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○小林　優也

山本　寛二
○小林　優也

○非常勤医師（信州大学）
○☆櫻井　精斉

○鎌田　孝広
○櫻井　精斉

○稲吉　克仁
☆櫻井　精斉

□大塚　明弘
■横溝　道範

交替制　 ○橋田　　巌 ○松下　大秀 － 

－ － ☆住　　昌彦

－ 

－ 

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範－ 

－ 

－

◇西澤千津恵
○◇井吹　ゆき

非常勤医師（信州大学） － － 

－ －

－ － 
－ － 

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳 ○風間　　淳

草野　義和
○渡邊　　元

竹前　紀樹
（第３週）　  　

○脳神経外科医師
○脳神経外科医師 ○草野　義和

平山　周一

○滝　　建志
星野　夕紀

○星野　夕紀
滝　　建志

○星野　夕紀
滝　　建志

○滝　　建志
星野　夕紀

藤澤多佳子
土屋　良真

▲松田　　智
藍葉宗一郎

新井　秀希
中村　　功

☆藍葉宗一郎
☆山口　浩平

橋本　　瞬

新井　秀希
藍葉宗一郎

▲中村　　功
土屋　良真

新井　秀希
山口　浩平
松田　　智
橋本　　瞬

－ 

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

－ ◇國本　英雄 － ○國本　英雄

◇関野　　康

－ 肝 臓 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

臨 床 腫 瘍 科

形 成 外 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科
心 臓 血 管 外 科

皮 膚 科

－ － － － フ ット ケ ア セ ン タ ー

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来

－ － － 

－ 

－ リ ウ マ チ 科

◇関野　　康 ○関野　　康－ － 

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科・歯 科 口 腔 外 科

消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
脳 血 管 内 治 療 科

放 射 線 治 療 科

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／地域災害拠点病院／二次救急病院／
病院機能評価認定病院／卒後臨床研修評価認定病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

外来診療担当表は、11月１日現在で作成されております。
最新の担当表については病院ホームページでご確認ください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

○髙山　雅至
○浅岡　麻里

○浅岡　麻里
青沼架佐賜

○髙山　雅至
青沼架佐賜

○髙山　雅至
○浅岡　麻里

○髙山　雅至
青沼架佐賜

○▼浅岡　麻里

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 法人事務局 企画課
いけ  だ う いち

○☆持留　智昭
（13：30～）　　　

○◎鴻池　紗耶

○櫻井　精斉
（■ 1日/□ 午前のみ）

○鎌田　孝広
（□ 午後のみ）　  　

○☆稲吉　克仁

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）
上記以外の時間帯

救急診療

長野市民病院広報誌 2021年11月発行

特  集 脳腫瘍の分類と治療

82
Vol. 不整脈に対するアブレーション治療

糖尿病診療の変遷
糖尿病の運動療法
がんゲノム医療連携病院指定
オンライン市民健康講座
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1

特 集

脳
腫
瘍
の
分
類
と
治
療

　腫
瘍
全
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

脳
腫
瘍
も「
良
性
」の
も
の
と「
悪
性
」

の
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
良
性
の

も
の
は
治
療
が
不
要
で
定
期
的
な
画

像
フ
ォ
ロ
ー
で
よ
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
発
生
し
た
部
位
に
よ
っ
て
は

運
動
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
手
足
が
麻

痺
し
た
り
、
言
語
中
枢
が
障
害
さ
れ

て
失
語
（
言
葉
が
話
せ
な
く
な
る
、

理
解
で
き
な
く
な
る
）
を
生
じ
た
り
、

認
知
機
能
の
低
下
を
来
た
し
て

Q
O
L
、
A
D
L
の
低
下
に
繋
が
り

速
や
か
な
治
療
を
要
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
悪
性
の
も
の
は
い
わ
ゆ
る

「
が
ん
」
に
相
当
し
ま
す
。
た
だ
し
脳

の
場
合
は
脳
が
ん
と
は
言
わ
ず
、「
悪

性
脳
腫
瘍
」と
呼
び
ま
す
。そ
れ
は「
が

ん
」
が
上
皮
細
胞
に
由
来
す
る
腫
瘍

の
呼
び
方
で
あ
る
の
に
対
し
脳
に
は

上
皮
細
胞
が
な
い
か
ら
で
す
。

　腫
瘍
の
進
行
度
を
表
す
ス
テ
ー
ジ

と
い
う
指
標
が
あ
り
ま
す
が
、
脳
腫

瘍
の
場
合
は
W
H
O
グ
レ
ー
ド
分
類

を
使
い
ま
す
。
W
H
O
グ
レ
ー
ド
は

脳
腫
瘍
を
良
性
か
ら
悪
性
ま
で
（
極

め
て
簡
単
に
言
え
ば
）
細
胞
の
増
殖

能
に
応
じ
て
1
〜
4
ま
で
分
け
た
も

の
で
、
1
は
良
性
、
2
は
良
性
と
悪

性
の
境
界
、
3
と
4
は
悪
性
を
意
味

し
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
の
分
け
方
と
し
て
、①
神

経
細
胞
の
塊
で
あ
る
脳
組
織
か
ら
発

生
す
る
も
の
②
脳
を
包
む
膜
や
脳
実

質
か
ら
束
と
な
っ
て
伸
び
る
神
経
線

維
、
お
よ
び
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る

下
垂
体
か
ら
発
生
す
る
も
の
③
脳
以

外
で
発
生
し
た
腫
瘍
が
血
液
を
介
し

て
脳
に
流
れ
て
き
て
増
殖
す
る
も
の

等
が
あ
り
ま
す
。①
は
神
経
膠
腫
が
代

表
で
す
。
神
経
は
ヒ
ト
と
し
て
生
ま

れ
た
の
ち
は
分
裂
し
な
い
細
胞
と
し

て
有
名
で
す
が
、
な
ぜ
神
経
が
腫
瘍

と
し
て
分
裂
し
始
め
る
の
か
は
実
は

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大

抵
グ
レ
ー
ド
2
〜
4
に
該
当
し
ま
す

（
グ
レ
ー
ド
1
の
神
経
膠
腫
も
あ
り
ま

す
）。②
は
髄
膜
腫
が
代
表
で
す
。ド
ッ

ク
や
怪
我
な
ど
を
き
っ
か
け
に
見
つ

か
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
良
性
（
グ
レ
ー
ド
1
）
で
無

症
状
な
ら
ば
定
期
的
な
画
像
の
フ
ォ

ロ
ー
で
大
丈
夫
で
す
が
、
前
述
の
よ

う
に
腫
瘍
の
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ

て
は
治
療
を
お
勧
め
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
他
に
下
垂
体
腺
腫
も
頻
度

の
多
い
腫
瘍
で
す
。
下
垂
体
は
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
部
分
で
眉
間
の
奥
、

頭
部
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
ま
す
。

腫
瘍
自
体
が
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て

ホ
ル
モ
ン
過
多
に
よ
る
症
状
を
呈
す

る
タ
イ
プ
と
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
せ
ず

に
増
大
し
て
視
神
経
を
圧
迫
す
る
タ

イ
プ
と
が
あ
り
ま
す
。
視
神
経
は
下

垂
体
の
真
上
に
あ
る
の
で
、
腫
瘍
が

大
き
く
な
る
と
視
神
経
が
押
し
上
げ

ら
れ
て
典
型
的
に
は
右
眼
も
左
眼
も

外
側
の
視
野
が
欠
け
て
き
ま
す
。
こ

れ
を
両
方
の
外
側
＝
耳
側
な
の
で
両

耳
側
半
盲
と
よ
び
ま
す
。③
は
転
移
性

脳
腫
瘍
の
こ
と
で
す
。
脳
腫
瘍
が
肺

や
肝
臓
な
ど
他
の
臓
器
へ
転
移
す
る

こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど

稀
で
あ
る
一
方
で
、
他
の
臓
器
か
ら

脳
へ
転
移
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
脳
に
転
移
し
や
す
い
が
ん

と
し
て
肺
癌
、
乳
癌
、
消
化
器
癌
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平山 周一
ひらやま・しゅういち
長野市民病院
脳神経外科部長

脳
神
経
外
科
が
扱
う
疾
患
は
脳
卒
中（
脳
血
管
障
害
）、

頭
部
外
傷
な
ど
種
々
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
脳
腫
瘍
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
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の
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よ
く
あ
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
良
性
（
グ
レ
ー
ド
1
）
で
無

症
状
な
ら
ば
定
期
的
な
画
像
の
フ
ォ

ロ
ー
で
大
丈
夫
で
す
が
、
前
述
の
よ

う
に
腫
瘍
の
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ

て
は
治
療
を
お
勧
め
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
他
に
下
垂
体
腺
腫
も
頻
度

の
多
い
腫
瘍
で
す
。
下
垂
体
は
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
部
分
で
眉
間
の
奥
、

頭
部
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
ま
す
。

腫
瘍
自
体
が
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
て

ホ
ル
モ
ン
過
多
に
よ
る
症
状
を
呈
す

る
タ
イ
プ
と
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
せ
ず

に
増
大
し
て
視
神
経
を
圧
迫
す
る
タ

イ
プ
と
が
あ
り
ま
す
。
視
神
経
は
下

垂
体
の
真
上
に
あ
る
の
で
、
腫
瘍
が

大
き
く
な
る
と
視
神
経
が
押
し
上
げ

ら
れ
て
典
型
的
に
は
右
眼
も
左
眼
も

外
側
の
視
野
が
欠
け
て
き
ま
す
。
こ

れ
を
両
方
の
外
側
＝
耳
側
な
の
で
両

耳
側
半
盲
と
よ
び
ま
す
。③
は
転
移
性

脳
腫
瘍
の
こ
と
で
す
。
脳
腫
瘍
が
肺

や
肝
臓
な
ど
他
の
臓
器
へ
転
移
す
る

こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど

稀
で
あ
る
一
方
で
、
他
の
臓
器
か
ら

脳
へ
転
移
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
脳
に
転
移
し
や
す
い
が
ん

と
し
て
肺
癌
、
乳
癌
、
消
化
器
癌
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平山 周一
ひらやま・しゅういち
長野市民病院
脳神経外科部長

脳
神
経
外
科
が
扱
う
疾
患
は
脳
卒
中（
脳
血
管
障
害
）、

頭
部
外
傷
な
ど
種
々
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
脳
腫
瘍
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
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特 集

脳
腫
瘍
の
分
類
と
治
療
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に
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」
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ら
れ
ま
す
。
良
性
の

も
の
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療
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不
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定
期
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な
画

像
フ
ォ
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で
よ
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
発
生
し
た
部
位
に
よ
っ
て
は

運
動
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
手
足
が
麻

痺
し
た
り
、
言
語
中
枢
が
障
害
さ
れ

て
失
語
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言
葉
が
話
せ
な
く
な
る
、

理
解
で
き
な
く
な
る
）
を
生
じ
た
り
、

認
知
機
能
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低
下
を
来
た
し
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Q
O
L
、
A
D
L
の
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下
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繋
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や
か
な
治
療
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こ
と
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あ

り
ま
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。
悪
性
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い
わ
ゆ
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「
が
ん
」
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。
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だ
し
脳

の
場
合
は
脳
が
ん
と
は
言
わ
ず
、「
悪

性
脳
腫
瘍
」と
呼
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ま
す
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は「
が

ん
」
が
上
皮
細
胞
に
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来
す
る
腫
瘍

の
呼
び
方
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る
の
に
対
し
脳
に
は

上
皮
細
胞
が
な
い
か
ら
で
す
。
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進
行
度
を
表
す
ス
テ
ー
ジ

と
い
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指
標
が
あ
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ま
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が
、
脳
腫

瘍
の
場
合
は
W
H
O
グ
レ
ー
ド
分
類

を
使
い
ま
す
。
W
H
O
グ
レ
ー
ド
は

脳
腫
瘍
を
良
性
か
ら
悪
性
ま
で
（
極

め
て
簡
単
に
言
え
ば
）
細
胞
の
増
殖

能
に
応
じ
て
1
〜
4
ま
で
分
け
た
も

の
で
、
1
は
良
性
、
2
は
良
性
と
悪

性
の
境
界
、
3
と
4
は
悪
性
を
意
味

し
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
の
分
け
方
と
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て
、①
神

経
細
胞
の
塊
で
あ
る
脳
組
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か
ら
発

生
す
る
も
の
②
脳
を
包
む
膜
や
脳
実

質
か
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束
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な
っ
て
伸
び
る
神
経
線
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よ
び
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
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か
ら
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の
③
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を
介
し
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脳
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も
の
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が
代
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す
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っ
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。
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毛様細胞性星細胞腫
もうさいさいぼうせいせいさいぼうしゅ

しんけいせつこうしゅ

ず い がしゅ

ずいまくしゅ

しんけいしょうしゅ

ずがいいんとうしゅ

せきさくしゅ

けっかんがしゅ

るいじょうひしゅ

たいけいせいせいせいさいぼうしゅ

たいけいせいせいぼうとっきこうしゅ

こう が しゅ

じょういしゅ

たいけいせいせいじょういしゅ

ぼうとっきこうしゅ

し
ん
け
い
こ
う
し
ゅ

神経節膠腫
中枢性神経細胞腫
髄芽腫
胚細胞腫瘍（胚腫）
中枢神経系悪性リンパ腫

髄膜腫

神経鞘腫

下垂体腺腫

頭蓋咽頭腫

脊索腫

血管芽腫

類上皮腫

主
な
神
経
膠
腫（
グ
リ
オ
ー
マ
）

びまん性星細胞腫

乏突起膠腫

退形成性星細胞腫

退形成性乏突起膠腫

膠芽腫

上衣腫

退形成性上衣腫

グレード1

グレード2

グレード3

成長ホルモン産生腺腫

プロラクチン産生腺腫

副賢皮質刺激ホルモン産生腺腫

非機能性下垂体腺腫
（ホルモン非分泌性腺腫）

脳腫瘍
全体における
占める割合（％）

グレード

1

2

2

3

3

4

2

3

1

2

4

4

4

1

2

3

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1.3

2.4

2.4

3.3

2.5

12.3

0.5

0.5

0.3

0.4

1.0

1.4

4.9

22.0

1.5

0.4

8.6

3.4

2.3

1.0

10.1

2.3

0.5

1.5

0.9

15.0

38.0

41.0

49.0

53.0

62.0

37.0

10.0

28.0

31.0

8.0

17.0

66.0

60.0

63.0

58.5

55.0

53.0

31.0

48.0

58.0

42.0

52.0

49.5

51.0

組織名 年齢
（中央値）

　腫
瘍
は
い
く
ら
増
殖
ス
ピ
ー
ド
の

は
や
い
も
の
で
あ
っ
て
も
突
然
生
じ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
脳

腫
瘍
の
発
症
様
式
は
「
徐
々
に
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
数
ヶ
月
前
あ
る

い
は
数
週
間
前
か
ら
徐
々
に
動
作
が

ゆ
っ
く
り
に
な
っ
て
き
た
、
徐
々
に

受
け
答
え
が
鈍
く
な
っ
て
き
た
、

徐
々
に
手
足
が
動
か
し
に
く
く
な
っ

て
き
た
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ

れ
と
対
照
的
な
の
が
脳
卒
中
（
脳
血

管
障
害
）
で
、
脳
卒
中
は
血
管
が
詰

ま
っ
た
り（
脳
梗
塞
）、切
れ
た
り（
脳

出
血
）、
動
脈
瘤
が
破
れ
た
り
（
く

も
膜
下
出
血
）、「
突
然
に
」
生
じ
る

の
で
症
状
も
突
然
発
症
し
ま
す
。

　よ
く
あ
る
症
状
は
起
床
時
の
頭
痛

で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

脳
は
頭
蓋
骨
と
い
う
硬
く
て
広
が
る

こ
と
の
で
き
な
い
閉
鎖
空
間
に
収

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
腫
瘍
が

生
じ
る
と
頭
蓋
内
の
圧
力
が
高
ま
り

頭
痛
を
来
し
ま
す
（
脳
圧
亢
進
症

状
）。
一
方
で
就
寝
中
は
活
動
中
よ

Hospital Now. 28

り
も
呼
吸
が
浅
く
な
り
ま
す
。
す
る

と
体
内
の
酸
素
濃
度
が
低
下
し
ま
す

の
で
、
脳
は
酸
素
を
よ
り
取
り
込
も

う
と
血
管
を
拡
張
さ
せ
ま
す
（
自
動

調
節
能
）。
血
管
が
拡
張
す
れ
ば
多

量
の
血
液
が
流
れ
込
み
頭
蓋
内
の
血

液
量
が
増
え
ま
す
か
ら
就
寝
中
は
脳

圧
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
通
常

で
も
脳
圧
が
上
昇
す
る
朝
、
脳
腫
瘍

の
患
者
さ
ん
は
更
に
脳
圧
が
亢
進
し

て
目
が
覚
め
た
時
に
頭
痛
を
感
じ
る

の
で
す
。
但
し
起
床
時
の
頭
痛
が
な

い
か
ら
と
言
っ
て
脳
腫
瘍
で
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
腫
瘍
の
発
生
部
位

に
よ
っ
て
は
頭
痛
よ
り
も
先
に
麻
痺

や
言
語
障
害
、
視
力
・
聴
力
障
害
等

を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
む

し
ろ
そ
の
方
が
多
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
少
し
で
も
気
に
な
る
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
脳
神
経
外
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

脳
腫
瘍
の
症
状

　脳
の
疾
患
を
疑
っ
て
ま
ず
行
う
の

が
頭
部
C
T
で
す
。
通
常
造
影
剤
は

不
要
で
す
。
C
T
は
放
射
線
被
曝
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
（
頭
部
C
T
の

被
曝
量
は
撮
影
一
回
あ

た
り
3m

Sv

、
ヒ
ト
の

一
年
間
の
自
然
被
曝

量
は
2.1m

Sv

と
さ
れ

て
い
ま
す
）、
短
時
間

か
つ
簡
便
で
、M
R
I

で
は
描
出
が
難
し
い

骨
や
腫
瘍
内
出
血
等

の
情
報
が
得
ら
れ
ま

す
。
C
T
で
脳
腫
瘍

が
疑
わ
れ
た
場
合
は

次
に
M
R
I
で
評
価

し
ま
す
。
通
常
造
影

剤
を
使
用
し
ま
す
。

病
変
の
造
影
の
さ
れ

方
に
よ
っ
て
発
生
部

位
を
特
定
し
た
り
、

W
H
O
グ
レ
ー
ド
を

推
測
し
た
り
、
摘
出

範
囲
を
決
定
し
た
り

と
治
療
法
を
決
定
す

る
重
要
な
検
査
で
す
。

　摘
出
術
の
方
針
と
な
れ
ば
、
腫
瘍

の
周
囲
の
血
管
を
温
存
す
べ
き
か
切

断
す
べ
き
か
を
判
断
す
る
た
め
に
血

管
造
影
検
査
を
追
加
し
ま
す
。
温
存

す
べ
き
血
管
と
は
正
常
脳
組
織
へ
血

流
を
送
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
が

損
傷
す
る
と
脳
梗
塞
を
生
じ
て
し
ま

う
た
め
犠
牲
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
逆

に
切
断
す
べ
き
血
管
と
は
腫
瘍
の
み

に
血
流
を
送
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

腫
瘍
も
組
織
の
一
つ
で
す
か
ら
、
栄

養
や
酸
素
が
な
い
と
増
殖
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
腫
瘍
と
と
も
に
血
管
も

増
殖
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

余
分
な
血
管
は
切
断
し
ま
す
。
血
管

造
影
は
カ
テ
ー
テ
ル
で
行
う
場
合
と

造
影
剤
を
使
用
し
て
C
T
で
行
う
場

合
が
あ
り
、
腫
瘍
の
性
状
に
応
じ
て

使
い
分
け
ま
す
。

脳
腫
瘍
の
検
査

2021年11月稼働開始　血管撮影装置

腫瘍の周囲の
血管を温存すべきか
切断すべきかを
判断するために
血管造影検査を
行います。
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　腫
瘍
は
い
く
ら
増
殖
ス
ピ
ー
ド
の

は
や
い
も
の
で
あ
っ
て
も
突
然
生
じ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
脳

腫
瘍
の
発
症
様
式
は
「
徐
々
に
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
数
ヶ
月
前
あ
る

い
は
数
週
間
前
か
ら
徐
々
に
動
作
が

ゆ
っ
く
り
に
な
っ
て
き
た
、
徐
々
に

受
け
答
え
が
鈍
く
な
っ
て
き
た
、

徐
々
に
手
足
が
動
か
し
に
く
く
な
っ

て
き
た
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ

れ
と
対
照
的
な
の
が
脳
卒
中
（
脳
血

管
障
害
）
で
、
脳
卒
中
は
血
管
が
詰

ま
っ
た
り（
脳
梗
塞
）、切
れ
た
り（
脳

出
血
）、
動
脈
瘤
が
破
れ
た
り
（
く

も
膜
下
出
血
）、「
突
然
に
」
生
じ
る

の
で
症
状
も
突
然
発
症
し
ま
す
。

　よ
く
あ
る
症
状
は
起
床
時
の
頭
痛

で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

脳
は
頭
蓋
骨
と
い
う
硬
く
て
広
が
る

こ
と
の
で
き
な
い
閉
鎖
空
間
に
収

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
腫
瘍
が

生
じ
る
と
頭
蓋
内
の
圧
力
が
高
ま
り

頭
痛
を
来
し
ま
す
（
脳
圧
亢
進
症

状
）。
一
方
で
就
寝
中
は
活
動
中
よ

Hospital Now. 28

り
も
呼
吸
が
浅
く
な
り
ま
す
。
す
る

と
体
内
の
酸
素
濃
度
が
低
下
し
ま
す

の
で
、
脳
は
酸
素
を
よ
り
取
り
込
も

う
と
血
管
を
拡
張
さ
せ
ま
す
（
自
動

調
節
能
）。
血
管
が
拡
張
す
れ
ば
多

量
の
血
液
が
流
れ
込
み
頭
蓋
内
の
血

液
量
が
増
え
ま
す
か
ら
就
寝
中
は
脳

圧
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
通
常

で
も
脳
圧
が
上
昇
す
る
朝
、
脳
腫
瘍

の
患
者
さ
ん
は
更
に
脳
圧
が
亢
進
し

て
目
が
覚
め
た
時
に
頭
痛
を
感
じ
る

の
で
す
。
但
し
起
床
時
の
頭
痛
が
な

い
か
ら
と
言
っ
て
脳
腫
瘍
で
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
腫
瘍
の
発
生
部
位

に
よ
っ
て
は
頭
痛
よ
り
も
先
に
麻
痺

や
言
語
障
害
、
視
力
・
聴
力
障
害
等

を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
む

し
ろ
そ
の
方
が
多
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
少
し
で
も
気
に
な
る
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
脳
神
経
外
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

脳
腫
瘍
の
症
状

　脳
の
疾
患
を
疑
っ
て
ま
ず
行
う
の

が
頭
部
C
T
で
す
。
通
常
造
影
剤
は

不
要
で
す
。
C
T
は
放
射
線
被
曝
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
（
頭
部
C
T
の

被
曝
量
は
撮
影
一
回
あ

た
り
3m

Sv

、
ヒ
ト
の

一
年
間
の
自
然
被
曝

量
は
2.1m

Sv

と
さ
れ

て
い
ま
す
）、
短
時
間

か
つ
簡
便
で
、M
R
I

で
は
描
出
が
難
し
い

骨
や
腫
瘍
内
出
血
等

の
情
報
が
得
ら
れ
ま

す
。
C
T
で
脳
腫
瘍

が
疑
わ
れ
た
場
合
は

次
に
M
R
I
で
評
価

し
ま
す
。
通
常
造
影

剤
を
使
用
し
ま
す
。

病
変
の
造
影
の
さ
れ

方
に
よ
っ
て
発
生
部

位
を
特
定
し
た
り
、

W
H
O
グ
レ
ー
ド
を

推
測
し
た
り
、
摘
出

範
囲
を
決
定
し
た
り

と
治
療
法
を
決
定
す

る
重
要
な
検
査
で
す
。

　摘
出
術
の
方
針
と
な
れ
ば
、
腫
瘍

の
周
囲
の
血
管
を
温
存
す
べ
き
か
切

断
す
べ
き
か
を
判
断
す
る
た
め
に
血

管
造
影
検
査
を
追
加
し
ま
す
。
温
存

す
べ
き
血
管
と
は
正
常
脳
組
織
へ
血

流
を
送
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
が

損
傷
す
る
と
脳
梗
塞
を
生
じ
て
し
ま

う
た
め
犠
牲
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
逆

に
切
断
す
べ
き
血
管
と
は
腫
瘍
の
み

に
血
流
を
送
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

腫
瘍
も
組
織
の
一
つ
で
す
か
ら
、
栄

養
や
酸
素
が
な
い
と
増
殖
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
腫
瘍
と
と
も
に
血
管
も

増
殖
し
て
く
る
の
で
す
。
そ
う
い
う

余
分
な
血
管
は
切
断
し
ま
す
。
血
管

造
影
は
カ
テ
ー
テ
ル
で
行
う
場
合
と

造
影
剤
を
使
用
し
て
C
T
で
行
う
場

合
が
あ
り
、
腫
瘍
の
性
状
に
応
じ
て

使
い
分
け
ま
す
。

脳
腫
瘍
の
検
査

2021年11月稼働開始　血管撮影装置

腫瘍の周囲の
血管を温存すべきか
切断すべきかを
判断するために
血管造影検査を
行います。
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図1　5ALA Image courtesy : Prof. Dr. Walter Stummer, University Clinic Münster, Germany.

図2　ナビゲーションシステム
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術
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療

法
が
基
本
で
す
。
ま
ず
症
状
と
M
R
I

画
像
を
基
に
治
療
が
必
要
か
ど
う
か

を
判
断
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
脳
腫

瘍
の
治
療
原
則
は
摘
出
で
す
。
前
述

の
血
管
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影
検
査
の
結
果
、
腫
瘍
を

栄
養
す
る
血
管
が
豊
富
な
場
合
は
、

摘
出
術
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は
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と
呼

ば
れ
る
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を
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始
し
ま
し
た
。
こ
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は
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に
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の
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運
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が
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り
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が
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期
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で
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ト
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ッ
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と
し
て
脳
腫
瘍

に
遺
伝
子
改
変
ウ
イ
ル
ス
を
注
入
す

る
治
療
法
が
国
内
で
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
長
野
県
の
場
合
、
現
時
点
で
は

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
み

実
施
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

連
携
を
と
っ
て
当
院
の
患
者
さ
ん
も

同
じ
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

長
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に
取
り

込
ま
れ
、
手
術
中
顕
微
鏡
で
観
察
し

た
際
に
腫
瘍
が
赤
紫
色
に
光
っ
て
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
光
っ

て
い
る
部
分
を
摘
出
し
、
光
っ
て
い

な
い
部
分
を
温
存
す
る
の
で
す
。

　
ま
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

と
は
正
に
カ
ー
ナ
ビ
の
よ
う
な
も
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
た
患
者
さ

ん
の
脳
の
画
像
を〝
地
図
〞と
し
て
モ

ニ
タ
ー
に
取
り
込
ん
で
お
き
、
手
術

室
内
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
が
手
術

器
具
（
摂
子
な
ど
）
の
位
置
を
捕
捉

し
て
、
器
具
が
脳
の
ど
の
位
置
に
あ

る
か
を
モ
ニ
タ
ー
画
像
上
に
表
示
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
腫

瘍
と
正
常
脳
組
織
と
の
境
界
が
明
確

に
な
る
と
と
も
に
、
海
馬
な
ど
の
重

要
構
造
物
を
温
存
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
当
院
で
は
こ
れ
ら
に

必
要
に
応
じ
て
内
視
鏡
（
硬
性
鏡
、

軟
性
鏡
）
を
組
み
合
わ
せ
て
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
は
放
射
線
治
療
科
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え

腫
瘍
を
全
摘
し
て
も
グ
レ
ー
ド
2
以

上
で
あ
れ
ば
細
胞
レ
ベ
ル
で
は
腫
瘍

が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

い
う
事
実
の
も
と
、
放
射
線
で
病
変

摘
出
部
周
囲
を
焼
灼
し
ま
す
。
放
射

線
治
療
は
腫
瘍
の
組
織
型
に
応
じ
て

1
日
一
回
30
分
ほ
ど
を
数
回
〜
30
回

程
度
行
い
ま
す
。
連
日
と
な
る
た
め

大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
通
院
で
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
化
学
療
法
は
飲
み
薬
と
経
過
に
応

じ
て
点
滴
で
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

通
院
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。
飲
み

薬
は
5
日
間
内
服
23
日
間
休
薬
の
サ

イ
ク
ル
、
点
滴
は
基
本
的
に
2
週
間

に
一
回
投
与
の
サ
イ
ク
ル
で
、
い
ず

れ
も
最
低
2
年
間
継
続
し
ま
す
。
内

服
中
の
5
日
間
は
食
欲
が
低
下
す
る

方
が
多
く
、
時
に
骨
髄
抑
制
を
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
定
期
的
に
血
液

検
査
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
当
院
で
は
10
月
よ
り
交

流
電
場
腫
瘍
治
療
シ
ス
テ
ム （TTF

：

Tum
or Treating Fields

）
と
呼

ば
れ
る
治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
脳
に
手
の
ひ
ら
大
の
電
極
を
4

枚
貼
布
し
て
電
場
を
生
じ
さ
せ
、
電

場
に
よ
り
腫
瘍
を
死
滅
さ
せ
る
治
療

で
す
。
電
極
が
頭
皮
に
密
着
す
る
よ

う
に
全
剃
毛
し
た
り
、
外
出
時
に
は

1.2
㎏
の
装
置
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て

持
ち
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
効
果

の
期
待
で
き
る
治
療
法
で
す
。

Hospital Now. 28

　
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
脳
腫
瘍

に
遺
伝
子
改
変
ウ
イ
ル
ス
を
注
入
す

る
治
療
法
が
国
内
で
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
長
野
県
の
場
合
、
現
時
点
で
は

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
み

実
施
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

連
携
を
と
っ
て
当
院
の
患
者
さ
ん
も

同
じ
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
が
行
っ
て
い
る
脳
腫
瘍
の
治
療
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アブレーション治療
不整脈には脈が速く打つもの、遅く打つもの、

不規則に打つものなどいろいろな種類が含まれます。

脈が速く打つものに対しては以前からお薬による治療が行われてきました。

内服治療は患者さんからみると受け入れやすい治療方法ですが、

治療期間が長期にわたることや薬剤の副作用などの問題があります。

一方でカテーテルアブレーションにより

完全に治すことが可能な不整脈が増えてきています。

今回は高齢者に多い不整脈「心房細動」を例に、

カテーテルアブレーション治療について説明いたします。

アブレーションカテーテル

左房

肺静脈

長
く
な
り
（
持
続
性
心
房
細
動
）、
最

終
的
に
は
慢
性
化
（
永
続
性
心
房
細

動
）
す
る
の
が
通
常
で
す
。
そ
し
て

心
房
細
動
は
「
肺
静
脈
」
か
ら
お
こ

る
異
常
な
電
気
刺
激
が
「
左
房
」
に

伝
わ
り
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

し
ょ
う
し
ゃ
く

　
カ
テ
ー
テ
ル
心
筋
焼
灼
術
と
も
呼

び
ま
す
。
ま
ず
太
も
も
の
付
け
根
か

ら
静
脈
を
通
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
（
直

径
2
㎜
位
の
細
い
管
）
を
心
臓
に
挿

入
し
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
を

不
整
脈
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
心
臓

の
部
位
に
押
し
当
て
、
そ
こ
か
ら
高

周
波
電
流
を
流
す
と
、
先
端
が
触
れ

て
い
る
わ
ず
か
な
範
囲
の
心
臓
に

60
℃
程
度
の
熱
が
発
生
し
ま
す
。
30

秒
間
ほ
ど
電
流
を
流
す
こ
と
に
よ
り
、

直
径
5
㎜
程
度
の
心
筋
組
織
が
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
傷
害
さ
れ
ま
す（
焼

灼
す
る
と
呼
ん
で
い
ま
す
）。
焼
灼
部

分
は
非
常
に
小
さ
な
範
囲
で
す
の
で

心
臓
の
働
き
に
対
す
る
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
心
房
細
動
で
は
左
右
の
「
肺
静
脈
」

を
そ
れ
ぞ
れ
囲
む
形
で
連
続
焼
灼
を

行
い
ま
す
（
図
2
）。
焼
灼
さ
れ
た
心

筋
で
は
電
気
が
流
れ
な
く
な
り
肺
静

脈
か
ら
異
常
な
電
気
刺
激
が
発
生
し

て
も
左
房
に
伝
導
し
な
い
の
で
、
心
房

細
動
が
起
こ
ら
な
く
な
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
正
確
に
焼
灼
を
行
う
た
め
、

治
療
前
に
心
臓
C
T
検
査
を
行
い
、

心
房
の
詳
し
い
形
態
を
把
握
し
ま
す
。

そ
の
情
報
を
専
用
の
三
次
元
マ
ッ
ピ

ン
グ
の
機
械
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を

道
案
内
に
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
を
進
め

ま
す
。（
図
3
）

　
治
療
は
3
時
間
程
度
か
か
り
ま
す

が
、
薬
で
眠
っ
た
状
態
で
行
い
ま
す

の
で
、
苦
痛
な
く
治
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。（
写
真

1
）
入
院
期
間
は
3
泊
4
日
で
す
。

　
心
房
細
動
で
は
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

治
療
の
方
が
、
従
来
の
薬
物
治
療
よ

り
も
正
常
な
調
律
を
維
持
で
き
る
効

果
が
高
く
、
自
覚
症
状
の
改
善
に
も

有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
長
期
的
な
効
果
と
し

て
心
不
全
合
併
症
例
で
の
予
後
改
善

効
果
や
、
脳
梗
塞
発
症
の
予
防
に
対

し
て
も
薬
物
療
法
よ
り
優
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
発
作

性
心
房
細
動
の
時
期
に
治
療
す
る
と

9
割
程
度
の
患
者
さ
ん
が
一
回
の
ア

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
で
完
治
し
ま

す
。
持
続
性
心
房
細
動
で
は
持
続
期

間
が
長
く
な
る
ほ
ど
治
療
成
績
は
低

下
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
心
房
細
動
を
例
に

説
明
い
た
し
ま
し
た
。
心
房
細
動
以

外
に
も
多
く
の
不
整
脈
が
こ
の
治
療

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
発
作
性
上
室

性
頻
拍
、
心
房
粗
動
、
心
房
頻
拍
、

一
部
の
心
室
性
不
整
脈
な
ど
で
す
。

歴
史
的
に
は
心
房
細
動
よ
り
先
に
そ

れ
ら
の
不
整
脈
に
対
す
る
治
療
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
良
好

な
治
療
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
と
は

心
房
細
動
と
は

笠井 俊夫
かさい・としお
長野市民病院
循環器内科部長

心臓血管センター長

図1　心房細動発生のしくみ

図2　不整脈心電学会「映像で知る心房細動」より

図3　

焼灼部位

正面像
左心房

焼灼ライン 肺静脈

背面像

不整脈に対する

三次元マッピングでの左房と焼灼ライン
赤や緑の点は焼灼部位を示しています

写真1　アブレーション治療

　
心
臓
の
リ
ズ
ム
は
、
心
臓
内
の
電

気
刺
激
と
電
気
の
流
れ
に
よ
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。「
洞
結
節
」

か
ら
一
定
の
間
隔
で
発
生
す
る
電
気

刺
激
が
心
臓
全
体
に
伝
わ
り
、
そ
れ

に
反
応
し
て
心
臓
が
収
縮
し
ま
す
。

心
房
細
動
で
は
「
心
房
」
の
中
で
電

気
が
不
規
則
に
渦
巻
い
て
い
る
状
態

（
図
1
）
に
な
り
、
そ
の
結
果
脈
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
脈
拍
数
が
多
く
な

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
高
齢
者
に

多
く
、
80
代
で
は
10
人
に
1
人
の
割

合
で
み
ら
れ
ま
す
。
ド
キ
ド
キ
や
胸

の
不
快
感
、
息
切
れ
な
ど
の
自
覚
症

状
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
っ
た
く
症
状
が
で
な
い
方
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
房
細
動
は
そ
れ

自
体
危
険
な
不
整
脈
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
放
置
し
て
お
く
と
脳
梗
塞
や

心
不
全
な
ど
の
深
刻
な
病
気
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
の

初
期
段
階
で
は
発
作
的
に
生
じ
た
心

房
細
動
は
短
期
間
に
自
然
停
止
し
ま

す
が
（
発
作
性
心
房
細
動
）、
年
月
が

た
つ
に
つ
れ
不
整
脈
の
持
続
時
間
が
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、
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、
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の
心
室
性
不
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脈
な
ど
で
す
。
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史
的
に
は
心
房
細
動
よ
り
先
に
そ

れ
ら
の
不
整
脈
に
対
す
る
治
療
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
良
好

な
治
療
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

カ
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循環器内科部長

心臓血管センター長

図1　心房細動発生のしくみ
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写真1　アブレーション治療

　
心
臓
の
リ
ズ
ム
は
、
心
臓
内
の
電

気
刺
激
と
電
気
の
流
れ
に
よ
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。「
洞
結
節
」

か
ら
一
定
の
間
隔
で
発
生
す
る
電
気

刺
激
が
心
臓
全
体
に
伝
わ
り
、
そ
れ

に
反
応
し
て
心
臓
が
収
縮
し
ま
す
。

心
房
細
動
で
は
「
心
房
」
の
中
で
電

気
が
不
規
則
に
渦
巻
い
て
い
る
状
態

（
図
1
）
に
な
り
、
そ
の
結
果
脈
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
、
脈
拍
数
が
多
く
な

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
高
齢
者
に

多
く
、
80
代
で
は
10
人
に
1
人
の
割

合
で
み
ら
れ
ま
す
。
ド
キ
ド
キ
や
胸

の
不
快
感
、
息
切
れ
な
ど
の
自
覚
症

状
を
認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
っ
た
く
症
状
が
で
な
い
方
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
房
細
動
は
そ
れ

自
体
危
険
な
不
整
脈
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
放
置
し
て
お
く
と
脳
梗
塞
や

心
不
全
な
ど
の
深
刻
な
病
気
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
の

初
期
段
階
で
は
発
作
的
に
生
じ
た
心

房
細
動
は
短
期
間
に
自
然
停
止
し
ま

す
が
（
発
作
性
心
房
細
動
）、
年
月
が

た
つ
に
つ
れ
不
整
脈
の
持
続
時
間
が
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熱
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検
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。
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械
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。
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イ
ン
ス
リ
ン
発
見
か
ら
1
0
0
年

糖
尿
病
診
療
の
変
遷

昨年の
糖尿病デー

パネル展示

　今
か
ら
1
0
0
年
前
、
1
9
2
1
年

に
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
整
形

外
科
医
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
ン
ト
・

バ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
、
バ
ン
テ
ィ
ン

グ
博
士
）
と
大
学
院
生
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ベ
ス
ト
が
「
イ
ン

ス
リ
ン
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス

リ
ン
は
発
見
後
す
ぐ
さ
ま
臨
床
応
用

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
治
療
法
が
な
く
死

の
病
で
あ
っ
た
1
型
糖
尿
病
の
治
療

方
法
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
イ

ン
ス
リ
ン
発
見
か
ら
2
年
後
の

1
9
2
3
年
、
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
博
士

は
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
医
学
生
理
学
賞
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
発
見
当
初
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
供
給
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
1

型
糖
尿
病
患
者
で
も
一
部
の
患
者
に

し
か
使
え
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

　そ
の
後
イ
ン
ス
リ
ン
の
安
定
供
給

も
確
立
し
、
2
型
糖
尿
病
の
治
療
薬

も
た
く
さ
ん
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
良
い
薬
が
開
発
さ
れ
て

も
、
治
療
の
基
本
は
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　食
事
療
法
は
こ
の
数
年
で
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
以
下
、
メ
タ
ボ
）
対
策
一
辺

倒
か
ら
、
中
年
の
メ
タ
ボ
対
策
と
同

時
に
、
痩
せ
あ
る
い
は
年
齢
と
と
も
に

減
少
す
る
筋
肉
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
痩
せ
て
い
る
人
、
高
齢
者
は
し
っ

か
り
食
べ
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　運
動
療
法
に
つ
い
て
も
、
数
年
前

ま
で
は
有
酸
素
運
動
を
勧
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
筋
肉
量
維
持
の
観

点
か
ら
有
酸
素
運
動
を
中
心
に
、
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
加
え
る
こ
と
も

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
筋
肉
の

維
持
に
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ

と
、
特
に
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
、
朝

食
に
蛋
白
質
を
食
べ
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　運
動
に
つ
い
て
は
、
心
血
管
死
亡

率
の
減
少
の
他
、
癌
予
防
、
認
知
症

予
防
、
糖
尿
病
の
改
善
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
よ
る
肺
炎
の
死
亡
率

を
減
ら
す
等
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
、

運
動
は
万
能
薬
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
死
亡
率

を
減
ら
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　薬
に
つ
い
て
も
、
低
血
糖
を
基
本

的
に
は
起
こ
さ
な
い
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン

薬
が
開
発
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
慢
性
腎
臓
病
、
心
不
全

や
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減
ら
す
尿
糖

排
泄
薬
（
S
G
L
T
2
阻
害
薬
）
も
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬
は
体
重
を

減
ら
す
作
用
も
あ
り
、
肥
満
を
伴
う

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
は
福
音
で
す
。

ま
た
イ
ン
ク
レ
チ
ン
薬
の
中
で
、
1
週

間
に
1
度
服
薬
、
あ
る
い
は
注
射
す

れ
ば
よ
い
薬
も
開
発
さ
れ
、
利
便
性

の
他
、
一
部
は
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減

ら
す
効
果
、
食
欲
や
体
重
を
減
ら
す

効
果
も
期
待
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　血
糖
値
測
定
に
つ
い
て
も
、
24
時

間
、
血
糖
値
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
も
確
立
し
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
、

血
糖
値
を
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
モ
ニ

タ
ー
で
き
る
こ
と
な
ど
も
新
聞
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
針
を
さ
す
こ
と
な

く
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
血
糖
値
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
時
代
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

西井 裕
にしい・ゆたか
長野市民病院
内分泌・代謝内科部長
糖尿病・腎センター長
健診センター長

インスリンという糖尿病治療において画期的な発見
に敬意を表し、バンティング博士の誕生日である 11
月14日に制定されました。
キャンペーンに用いられるブルーサークルは、国際連
合の旗の色とどこまでも続く空のブルーで団結を表
す輪がデザインされており、日本国内だけでなく世
界中で糖尿病抑制のシンボルマークとしてキャンペー
ンを推進しています。

世界糖尿病デーについて
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ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
整
形

外
科
医
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ラ
ン
ト
・

バ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
、
バ
ン
テ
ィ
ン

グ
博
士
）
と
大
学
院
生
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ベ
ス
ト
が
「
イ
ン

ス
リ
ン
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス

リ
ン
は
発
見
後
す
ぐ
さ
ま
臨
床
応
用

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
治
療
法
が
な
く
死

の
病
で
あ
っ
た
1
型
糖
尿
病
の
治
療

方
法
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
イ

ン
ス
リ
ン
発
見
か
ら
2
年
後
の

1
9
2
3
年
、
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
博
士

は
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
医
学
生
理
学
賞
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
発
見
当
初
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
供
給
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
1

型
糖
尿
病
患
者
で
も
一
部
の
患
者
に

し
か
使
え
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

　そ
の
後
イ
ン
ス
リ
ン
の
安
定
供
給

も
確
立
し
、
2
型
糖
尿
病
の
治
療
薬

も
た
く
さ
ん
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
良
い
薬
が
開
発
さ
れ
て

も
、
治
療
の
基
本
は
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
で
こ
れ
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　食
事
療
法
は
こ
の
数
年
で
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
以
下
、
メ
タ
ボ
）
対
策
一
辺

倒
か
ら
、
中
年
の
メ
タ
ボ
対
策
と
同

時
に
、
痩
せ
あ
る
い
は
年
齢
と
と
も
に

減
少
す
る
筋
肉
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
痩
せ
て
い
る
人
、
高
齢
者
は
し
っ

か
り
食
べ
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　運
動
療
法
に
つ
い
て
も
、
数
年
前

ま
で
は
有
酸
素
運
動
を
勧
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
筋
肉
量
維
持
の
観

点
か
ら
有
酸
素
運
動
を
中
心
に
、
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
加
え
る
こ
と
も

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
筋
肉
の

維
持
に
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ

と
、
特
に
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
、
朝

食
に
蛋
白
質
を
食
べ
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　運
動
に
つ
い
て
は
、
心
血
管
死
亡

率
の
減
少
の
他
、
癌
予
防
、
認
知
症

予
防
、
糖
尿
病
の
改
善
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
よ
る
肺
炎
の
死
亡
率

を
減
ら
す
等
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
、

運
動
は
万
能
薬
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
死
亡
率

を
減
ら
す
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　薬
に
つ
い
て
も
、
低
血
糖
を
基
本

的
に
は
起
こ
さ
な
い
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン

薬
が
開
発
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
慢
性
腎
臓
病
、
心
不
全

や
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減
ら
す
尿
糖

排
泄
薬
（
S
G
L
T
2
阻
害
薬
）
も
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
薬
は
体
重
を

減
ら
す
作
用
も
あ
り
、
肥
満
を
伴
う

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
に
は
福
音
で
す
。

ま
た
イ
ン
ク
レ
チ
ン
薬
の
中
で
、
1
週

間
に
1
度
服
薬
、
あ
る
い
は
注
射
す

れ
ば
よ
い
薬
も
開
発
さ
れ
、
利
便
性

の
他
、
一
部
は
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を
減

ら
す
効
果
、
食
欲
や
体
重
を
減
ら
す

効
果
も
期
待
さ
れ
、
広
く
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　血
糖
値
測
定
に
つ
い
て
も
、
24
時

間
、
血
糖
値
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
技

術
も
確
立
し
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
、

血
糖
値
を
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
モ
ニ

タ
ー
で
き
る
こ
と
な
ど
も
新
聞
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
針
を
さ
す
こ
と
な

く
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で
血
糖
値
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
時
代
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

西井 裕
にしい・ゆたか
長野市民病院
内分泌・代謝内科部長
糖尿病・腎センター長
健診センター長

インスリンという糖尿病治療において画期的な発見
に敬意を表し、バンティング博士の誕生日である 11
月14日に制定されました。
キャンペーンに用いられるブルーサークルは、国際連
合の旗の色とどこまでも続く空のブルーで団結を表
す輪がデザインされており、日本国内だけでなく世
界中で糖尿病抑制のシンボルマークとしてキャンペー
ンを推進しています。
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知っておきたい

　み
な
さ
ん
は
「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
」

に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
？
運
動
は
必
要
だ
と
思
う
け

れ
ど
「
面
倒
く
さ
い
」「
疲
れ
る
」「
つ
ら

い
」「
苦
し
い
」等
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。何
の
負
荷
・
負
担
も
な
く
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
っ

た
、
魔
法
の
よ
う
な
運
動
・
体
操
は
残

念
な
が
ら
な
い
か
ら
で
す
（
私
の
知
識

不
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

「
毎
日
30
分
以
上
」「
軽
く
息
が
弾
む
程

度
の
負
荷
」で「
週
3
〜
5
回
以
上
の
運

動
」を
続
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
運
動
療
法

の
効
果
は
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
日
々
の
仕
事
や
家
事

で
疲
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
さ
ら
に
決

め
ら
れ
た
運
動
を
毎
日
続
け
る
こ
と
は

本
当
に
大
変
で
す
よ
ね
。正
直
、
運
動
は

疲
れ
る
し
、つ
ら
い
し
、苦
し
い
。 

し
か

を
増
や
し
て
、
魅
せ
る
体
・
見
せ
ら
れ

る
体
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
！
運
動
に

つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
お
近
く
の
理
学
療
法
士
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
運
動
療
法

の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
継
続
」
で
す
。

こ
れ
が
何
よ
り
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

運
動
習
慣
の
な
い
人
は
ま
ず
は
騙
さ
れ

た
と
思
っ
て
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

い
き
な
り
達
成
感
・
充
実
感
を
味
わ
え

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
続

け
る
こ
と
で
新
し
い
何
か
を
見
つ
け
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
最
近

「
株
」
を
始
め
て
、
新
し
い
自
分
・
将
来

な
り
た
い
自
分
が
少
し
だ
け
見
え
て
き

た
気
が
し
ま
す
。み
な
さ
ん
も
将
来
な

り
た
い
自
分
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

ま
ず
は
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

疲
れ
る
し
、
大
好
き
な
ア
イ
ス
も
溶
け

て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
わ
け
で
「
運
動

を
生
活
に
取
り
入
れ
る
」
の
は
結
構
大

変
な
事
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　結
果
、
運
動
療
法
は
で
き
な
い
‼
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
お
し
ま
い
な
の
で
、

今
回
は
運
動
導
入
に
お
勧
め
の
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
少
し
は
ま
し
に
な

る
」
運
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
「
こ

れ
を
や
っ
て
お
け
ば
血
糖
値
が
下
が
っ

て
糖
尿
病
が
治
る
訳
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。前
述
の
通
り
、運
動
の
効

果
を
期
待
す
る
に
は「
時
間
」「
強
度
」

「
頻
度
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

運
動
習
慣
の
な
い
人
が
急
に
運
動
を
始

め
る
と
、
疲
れ
た
↓
な
ん
だ
か
膝（
腰
・

足
）
が
痛
い
↓
明
日
は
休
も
う
↓
明
後

日
も
休
も
う
↓
も
う
や
め
よ
う
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。せ
っ
か
く
運
動
を
始
め
て
も
、
残
念

な
が
ら
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
「
痛
み
」
と
い
う
あ
り
が

た
く
な
い
お
土
産
を
も
ら
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　今
回
お
伝
え
す
る
運
動
は
あ
く
ま
で

運
動
導
入
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
運
動
で

す
。 

慣
れ
て
き
た
ら
徐
々
に
運
動
内
容

も
そ
の
成
果
が
す
ぐ
に
目
に
見
え
て
現

れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　以
前
、
私
は
入
院
患
者
さ
ん
に
教
科

書
通
り
に
「
電
車
は
ひ
と
駅
前
で
降
り

て
歩
き
ま
し
ょ
う
」「
車
通
勤
を
や
め
て

自
転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
」「
買
い
物
は

歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
等
の
言
葉
を

か
け
な
が
ら
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。患
者
さ
ん
の
半
数
近
く
は

「
な
る
ほ
ど
！
や
っ
て
み
ま
す
！
」
と
前

向
き
に
捉
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
中
に
は
「
絶
対
無
理
で

す
」「
あ
な
た
は
出
来
る
ん
で
す
か
」
と

い
っ
た
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。実
際
市
民
病
院
は

最
寄
り
の
柳
原
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

か
か
り
ま
す
。 

さ
ら
に
ひ
と
駅
前
か
ら

と
い
う
と
朝
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
な
り
ま
す
。 

道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
で
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
も
厳
し
く

な
り
乗
り
慣
れ
な
い
と
結
構
不
安
で

す
。 

重
い
買
い
物
袋
を
持
っ
て
歩
け
ば

小山 泰利
こやま・やすとし
長野市民病院
リハビリテーション科
理学療法士

踵上げ
上げるときは素早く！
下ろすときは
3秒くらいかけてゆっくり！
1セット10～15回

何かにつかまって

高く挙げなくてもOK

屋内なら裸足で！

何かにつかまって

つま先よりも膝が
出ないように

不安定なら
支持物の近くで！

スクワット
動作はゆっくり息を
止めずに行いましょう。
つま先は軽く外へ向けましょう。
回数は10回を目安に、
無理のない範囲で始めましょう。

バランス練習
片足立ち
なるべく長く立っていましょう。
反対側の足は
高く挙げなくてもよいです。
不安定な人は、壁などの
支持物の近くで行いましょう。
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知っておきたい

　み
な
さ
ん
は
「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
」

に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
？
運
動
は
必
要
だ
と
思
う
け

れ
ど
「
面
倒
く
さ
い
」「
疲
れ
る
」「
つ
ら

い
」「
苦
し
い
」等
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。何
の
負
荷
・
負
担
も
な
く
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
っ

た
、
魔
法
の
よ
う
な
運
動
・
体
操
は
残

念
な
が
ら
な
い
か
ら
で
す
（
私
の
知
識

不
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。

「
毎
日
30
分
以
上
」「
軽
く
息
が
弾
む
程

度
の
負
荷
」で「
週
3
〜
5
回
以
上
の
運

動
」を
続
け
れ
ば
、
あ
る
程
度
運
動
療
法

の
効
果
は
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
日
々
の
仕
事
や
家
事

で
疲
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
さ
ら
に
決

め
ら
れ
た
運
動
を
毎
日
続
け
る
こ
と
は

本
当
に
大
変
で
す
よ
ね
。正
直
、
運
動
は

疲
れ
る
し
、つ
ら
い
し
、苦
し
い
。 

し
か

を
増
や
し
て
、
魅
せ
る
体
・
見
せ
ら
れ

る
体
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
！
運
動
に

つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
お
近
く
の
理
学
療
法
士
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
運
動
療
法

の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
継
続
」
で
す
。

こ
れ
が
何
よ
り
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

運
動
習
慣
の
な
い
人
は
ま
ず
は
騙
さ
れ

た
と
思
っ
て
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

い
き
な
り
達
成
感
・
充
実
感
を
味
わ
え

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
続

け
る
こ
と
で
新
し
い
何
か
を
見
つ
け
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
最
近

「
株
」
を
始
め
て
、
新
し
い
自
分
・
将
来

な
り
た
い
自
分
が
少
し
だ
け
見
え
て
き

た
気
が
し
ま
す
。み
な
さ
ん
も
将
来
な

り
た
い
自
分
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

ま
ず
は
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

疲
れ
る
し
、
大
好
き
な
ア
イ
ス
も
溶
け

て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
わ
け
で
「
運
動

を
生
活
に
取
り
入
れ
る
」
の
は
結
構
大

変
な
事
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　結
果
、
運
動
療
法
は
で
き
な
い
‼
と

言
っ
て
し
ま
え
ば
お
し
ま
い
な
の
で
、

今
回
は
運
動
導
入
に
お
勧
め
の
「
こ
れ

だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
少
し
は
ま
し
に
な

る
」
運
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
「
こ

れ
を
や
っ
て
お
け
ば
血
糖
値
が
下
が
っ

て
糖
尿
病
が
治
る
訳
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。前
述
の
通
り
、運
動
の
効

果
を
期
待
す
る
に
は「
時
間
」「
強
度
」

「
頻
度
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

運
動
習
慣
の
な
い
人
が
急
に
運
動
を
始

め
る
と
、
疲
れ
た
↓
な
ん
だ
か
膝（
腰
・

足
）
が
痛
い
↓
明
日
は
休
も
う
↓
明
後

日
も
休
も
う
↓
も
う
や
め
よ
う
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。せ
っ
か
く
運
動
を
始
め
て
も
、
残
念

な
が
ら
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
「
痛
み
」
と
い
う
あ
り
が

た
く
な
い
お
土
産
を
も
ら
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　今
回
お
伝
え
す
る
運
動
は
あ
く
ま
で

運
動
導
入
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
運
動
で

す
。 

慣
れ
て
き
た
ら
徐
々
に
運
動
内
容

も
そ
の
成
果
が
す
ぐ
に
目
に
見
え
て
現

れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　以
前
、
私
は
入
院
患
者
さ
ん
に
教
科

書
通
り
に
「
電
車
は
ひ
と
駅
前
で
降
り

て
歩
き
ま
し
ょ
う
」「
車
通
勤
を
や
め
て

自
転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
」「
買
い
物
は

歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
等
の
言
葉
を

か
け
な
が
ら
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。患
者
さ
ん
の
半
数
近
く
は

「
な
る
ほ
ど
！
や
っ
て
み
ま
す
！
」
と
前

向
き
に
捉
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
中
に
は
「
絶
対
無
理
で

す
」「
あ
な
た
は
出
来
る
ん
で
す
か
」
と

い
っ
た
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。実
際
市
民
病
院
は

最
寄
り
の
柳
原
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

か
か
り
ま
す
。 

さ
ら
に
ひ
と
駅
前
か
ら

と
い
う
と
朝
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
な
り
ま
す
。 

道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
で
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
も
厳
し
く

な
り
乗
り
慣
れ
な
い
と
結
構
不
安
で

す
。 

重
い
買
い
物
袋
を
持
っ
て
歩
け
ば

小山 泰利
こやま・やすとし
長野市民病院
リハビリテーション科
理学療法士

踵上げ
上げるときは素早く！
下ろすときは
3秒くらいかけてゆっくり！
1セット10～15回

何かにつかまって

高く挙げなくてもOK

屋内なら裸足で！

何かにつかまって

つま先よりも膝が
出ないように

不安定なら
支持物の近くで！

スクワット
動作はゆっくり息を
止めずに行いましょう。
つま先は軽く外へ向けましょう。
回数は10回を目安に、
無理のない範囲で始めましょう。

バランス練習
片足立ち
なるべく長く立っていましょう。
反対側の足は
高く挙げなくてもよいです。
不安定な人は、壁などの
支持物の近くで行いましょう。
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H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

オンライン市民健康講座、はじめました 「がんゲノム
医療連携病院」の
指定を受けました

長野市民病院のスタッフが、
動画で医療の知識を解説するオンライン市民健康講座を始めました。
ぜひ動画を通じ、医療の知識を深め、健康でいるためのヒントを学んでみてください。
動画の視聴方法は、下記をご覧ください。

右記の2次元バーコードを読み取り、
オンライン市民健康講座のページにアクセスしてください。

TEL：026-295-1199（代） 担当：長野市民病院 法人事務局 企画課

病院についてのタブをクリック

長野市民病院のホームページにアクセスする。

トップページの中央部にある 〔病院について〕の
タブをクリックする。

〔病院について〕のページに入った後、
下にスクロールする。

〔広報物・イベントなど〕の項目の中の
〔オンライン市民健康講座〕のタブをクリックする。

オンライン市民健康講座の視聴方法
スマートフォン、タブレット端末で視聴する場合

注意事項

パソコンからオンライン市民健康講座を視聴する場合は、以下の手順でお進みください。 
パソコンで視聴する場合

Let’s access

●オンライン市民健康講座は、音声が出ますので適
宜イヤホンをお使いいただき、ご視聴ください。

●動画は無料で視聴できますが、Wi-Fi環境下でな
い場合、データ通信量が発生します。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

オンライン市民健康講座のタブをクリック

お問い合わせ先

2021年10月1日付で

10 月 2 日（土曜日）には

信州大学医学部附属病院信州がんセンター長の

小泉知展先生をお迎えして「がんゲノム医療とは何か」と題し

市民公開講座をオンラインで開催いたしました。

がんゲノム医療は主にがん組織を用いて

多数の遺伝子を同時に調べ（がん遺伝子パネル検査）、

細胞の中の遺伝子が何らかの原因で後天的に変化することや

生まれもった遺伝子の違いを明らかにすることで

一人一人の体質や病状に合わせて治療などを行う医療です。

全国どこでもがんゲノム医療が受けられるように

なることを目指して体制づくりが進められています。

出典：「国立がん研究センターがん情報サービス」

長野市民病院も現在、拠点病院である信州大学医学部附属病院と

連携したがんゲノム医療開始に向けて準備中です。
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長野市民病院外来診療担当日一覧

村田　　浩
齋木　　實

（第１・３週）　  　

村田　　浩

佐野　透美 新川　一樹 一本木邦治

藤澤多佳子

新川　一樹 佐野　透美

－ 

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○髙田　　学
○林原　香織

○岡田　正夫
○関　仁誌／宗像　康博

○髙橋　祐輔

○佐近　雅宏
○下平　悠介

○小林　　聡 ○志村　昌俊
○関　　仁誌

○吉池　文明
◇■平井　一也
◇□上原　尚也

柳沢　克也
○上原　尚也

○滝澤　秀典 ○平井　一也
□吉池　文明
■上原　尚也

○柳沢　克也
滝澤　秀典

○笠井　俊夫
○☆春原　大輔

☆北原順一郎
○越　　智通

越　　智通○岡田　玄児 岡田　玄児
○北原順一郎

☆西井　　裕

○持留　智昭

○掛川　哲司
☆西川原万友果

○山﨑　大樹 ○山﨑　大樹 ○◇西川原万友果

○池田　宇一
☆小松　稔典

笠井　俊夫

板垣　　惟
○小松　稔典
☆春原　大輔

○☆板垣　　惟
○☆野本　史佳

○原　　悦雄
◇越知　泰英
☆関　亜矢子
○北畠　央之

◇清水　祐樹
○◇木村　俊大
○◇永田　祐介

○越知　泰英
○鈴木　　宏
◇平林　正裕
☆岩垂　隆諒

○平林　正裕
◇北畠　央之

木村　俊大
☆永田　祐介

原　　悦雄
○清水　祐樹
◇鈴木　　宏
○岩垂　隆諒

○砥石　政幸 ○中村　大輔 ○中村　大輔

☆五味渕俊仁

－ 

－ 西村　秀紀 ○西村　秀紀
○五味渕俊仁

◇西村秀紀／○◇小野真由○小野　真由

○砥石　政幸

藤澤多佳子
中村　　功
松田　　智

☆橋本　　瞬
山口　浩平

加藤　晴朗
山本　哲平

加藤　晴朗
飯島　和芳
尾沼　　弘

飯島　和芳
山本　哲平
松髙　　淳

松髙　　淳
羽場　知己

□羽場　知己
符　　毅欣

◆加藤　晴朗

○星野　夕紀
滝　　建志

○風間　　淳

大塚　明弘
横溝　道範

○鎌田　孝広
○稲吉　克仁

山本　寛二
○近藤　恭史

◇佐近　普子
☆浅井　隆之

○◇佐野めぐみ

◇村元　　勤
◇○森　　　篤

◇佐近　普子
○西澤千津恵

○◇村元　　勤
◇佐野めぐみ

○☆井吹　ゆき

小林　優也
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○小林　優也

山本　寛二
○小林　優也

○非常勤医師（信州大学）
○☆櫻井　精斉

○鎌田　孝広
○櫻井　精斉

○稲吉　克仁
☆櫻井　精斉

□大塚　明弘
■横溝　道範

交替制　 ○橋田　　巌 ○松下　大秀 － 

－ － ☆住　　昌彦

－ 

－ 

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範－ 

－ 

－

◇西澤千津恵
○◇井吹　ゆき

非常勤医師（信州大学） － － 

－ －

－ － 
－ － 

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳 ○風間　　淳

草野　義和
○渡邊　　元

竹前　紀樹
（第３週）　  　

○脳神経外科医師
○脳神経外科医師 ○草野　義和

平山　周一

○滝　　建志
星野　夕紀

○星野　夕紀
滝　　建志

○星野　夕紀
滝　　建志

○滝　　建志
星野　夕紀

藤澤多佳子
土屋　良真

▲松田　　智
藍葉宗一郎

新井　秀希
中村　　功

☆藍葉宗一郎
☆山口　浩平

橋本　　瞬

新井　秀希
藍葉宗一郎

▲中村　　功
土屋　良真

新井　秀希
山口　浩平
松田　　智
橋本　　瞬

－ 

診療科 月 火 水 木 金

血 液 内 科

－ ◇國本　英雄 － ○國本　英雄

◇関野　　康

－ 肝 臓 内 科

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

整 形 外 科

臨 床 腫 瘍 科

形 成 外 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科
心 臓 血 管 外 科

皮 膚 科

－ － － － フ ット ケ ア セ ン タ ー

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

膠 原 病 外 来

－ － － 

－ 

－ リ ウ マ チ 科

◇関野　　康 ○関野　　康－ － 

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こ う 科
頭 頸 部 外 科

歯 科・歯 科 口 腔 外 科

消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
脳 血 管 内 治 療 科

放 射 線 治 療 科

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／地域災害拠点病院／二次救急病院／
病院機能評価認定病院／卒後臨床研修評価認定病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

外来診療担当表は、11月１日現在で作成されております。
最新の担当表については病院ホームページでご確認ください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

○髙山　雅至
○浅岡　麻里

○浅岡　麻里
青沼架佐賜

○髙山　雅至
青沼架佐賜

○髙山　雅至
○浅岡　麻里

○髙山　雅至
青沼架佐賜

○▼浅岡　麻里

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 法人事務局 企画課
いけ  だ う いち

○☆持留　智昭
（13：30～）　　　

○◎鴻池　紗耶

○櫻井　精斉
（■ 1日/□ 午前のみ）

○鎌田　孝広
（□ 午後のみ）　  　

○☆稲吉　克仁

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）
上記以外の時間帯

救急診療

長野市民病院広報誌 2021年11月発行

特  集 脳腫瘍の分類と治療

82
Vol. 不整脈に対するアブレーション治療

糖尿病診療の変遷
糖尿病の運動療法
がんゲノム医療連携病院指定
オンライン市民健康講座
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